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１ 委員会の役割について
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■基本的な考え方

（１）信夫山のもつ課題を踏まえ、保全及び活用
について基本的な方針の検討を行う。

（２）福島駅前周辺からの連携を図り、魅力的な
道路や歩行空間などの整備についての基本
的な方針の検討を行う。



■全体スケジュール

➀第１回検討委員会 （１１月１１日）

・委員会の役割について
・風格ある県都を目指すまちづくり構想について
・信夫山の現状と課題について

➁第２回検討委員会 （１２月下旬）

・第１回委員会の振り返り（信夫山の課題の整理）
・信夫山の資源の保全及び活用について
・信夫山の賑わいの創出について

➂第３回検討委員会 （ １月下旬）
・第２回委員会の振り返り
・官民の連携による取り組みについて
・福島駅前との連携(街なか観光とストリート)について

➃第４回検討委員会 （ ２月下旬）
・まとめ
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6

２ 風格ある県都を目指す
まちづくり構想について
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市民会館（築47年：年間利用
者約19万人）
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まちづくり懇談会
（４回開催）
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５つの基本方針
（１）広域的な拠点地区として活力のあるまちづくりを

推進します
（２）魅力的で賑わいのあるまちづくりを推進します

◎花や音楽などを本市の個性を生かした文化的で
美しい街並みの形成

◎信夫山などの自然、競馬場など本市の観光資源を
活用した街なか観光の推進

（３）まちを楽しみ、すごせるシンボル軸・回遊空間づく
りを推進します
◎イベントストリートとしても利用できる道路・
歩行空間整備

（４）快適で住みやすいコンパクトなまちづくりを推進
します

（５）みんなが参画し、連携するまちづくりを推進します
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３ 信夫山の現状と課題について
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信夫山の現状 ・土地利用
・歴史・学術上重要な場所
・景観上優れている場所
・自然(希少な野生動植物など)
・防災等
・不法投棄
・民間の動き
・都市計画道路太平寺岡部線



土地利用

■都市計画：市街化調整区域、風致地区
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写真集Ｐ3,4参照
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信夫山公園概略図

烏ケ崎展望デッキ

駒山

凡 例

都市計画決定区域（１７３ｈａ）

主な公園施設

うち市 所有地（５２．３ｈａ）

信夫山公園以外の公園

国
道
1
3
号

東

北

本

線

東

北

新

幹

線

国
道
４
号

県文化センター
県立美術館・図書館

第四中学校

東陵高校

税務署
ﾊﾛｰﾜｰｸ

音楽堂・古関祐而記念館

うち公園供用区域（３１．４ｈａ）

第一展望台

第三展望デッキ

冒険の森
第二展望台

羽山

羽黒

熊野山

信夫山墓園
月山神社

天狗の森

青葉山

月山

太子堂

大日堂

薬師の峯展望デッキ

土地利用

■都市計画：市街化調整区域、風致地区、都市公園
■所有区分：市の所有地は約1/3

写真集Ｐ5～6参照



■保安林

信夫山公園について

国
道
1
3
号

東

北

本

線

東

北

新

幹

線

国
道
４
号

県文化センター

県立美術館・図書館

第四中学校

東陵高校

税務署

ﾊﾛｰﾜｰｸ

市 音楽堂

Ｎ

都市計画決定区域（１７３ha）

保安林区域

凡 例
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土地利用

保安林概略図



歴史・学術上重要な場所
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■神社・仏閣 写真集Ｐ7,8参照

信夫山神社・仏閣

凡 例

都市計画決定区域（１７３ｈａ）

神社・仏閣

国
道
1
3
号

東

北

本

線

東

北

新

幹

線

国
道
４
号

県文化センター
県立美術館・図書館

第四中学校

東陵高校

税務署
ﾊﾛｰﾜｰｸ

音楽堂・古関祐而記念館

こぶがはら

古峰神社

羽黒神社

湯殿山神社

薬王寺

月山神社

遍照院

極楽寺

護國神社

山神神社

金華山遥拝碑

黒沼神社

大鳥居・八幡宮
薬師堂

瀧洞神社

岩谷観音

成田山不動明王

観音寺

羽黒山観音堂

西坂(ねこ)稲荷

八坂神社

三方神社

日吉神社稲荷神社

山神社

慰霊碑

大寺

古峰神社
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文化財等位置図

岩谷観音

歴史・学術上重要な場所

■文化財等の分布

写真集Ｐ9,10参照

福島信夫山出土品

六供集落
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歴史・学術上重要な場所

■信夫山特殊地下壕及び鉱山跡
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第二展望台

薬師の峯展望デッキ

烏ヶ崎展望デッキ

展望台等位置図

第三展望デッキ

景観上優れている場所

第一展望台

写真集Ｐ11～22参照



自然(希少な野生動植物)など
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カタクリ群生地

ユズ

カタクリ群モリアオガエル

しょうじょうばかま
猩々袴
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防災等
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不法投棄 写真集Ｐ23,24参照

不法投棄発生個所



羽黒神社

第２展望台

福島東稜高校

福島県文化セン

市営住宅所窪団地

第１展望台

薬王寺

仮置場

六供集落
信夫山ガイドセンター
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民間の動き

■六供集落お宮整備

写真集Ｐ25,26参照
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資料提供：信夫山再生プロジェクト(NPO法人ストリートふくしま)

民間の動き

■六供集落お宮整備

■信夫山フットパス



国
道
１
３
号

至
国
道
４
号

3･3･105 太平寺岡部線（御山町工区） L=450m W=25m

ＷＣ

花の
写真館

福島高校

第四中学校
税務署

ハローワーク

■事業概要

・事業進捗率：19.4％

（H30年度末時点）

・完了見込年度：令和６年度
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至 国道13号

至 国道4号

学法
福島

信夫山公園

都市計画道路太平寺岡部線

写真撮影方向

右折レーン

中央分離帯

中央分離帯

右折レーン

右折レーン



時 期 内 容

2月
暁まいり大わらじ奉納
暁まいり福男福女競走

3月 クリーンアップ作戦

3～4月
信夫山桜まつり

（夜桜のライトアップ）

5月
信夫山パークランニング

レース

■代表的なイベント等で

の利活用
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その他

■そのほか様々な団体でイベントを実施している



3 信夫山の現状と課題について
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信夫山の課題 ・保全すべき豊かな資源
（自然、史跡、眺望等）

・公園施設の老朽化
・その他



保全すべき豊かな
資源

・どのように保全すべきか？

・どのように活用すべきか、

活用すべき資源はあるか？

◇眺望

◇自然

◇歴史・文化・信仰・・・

⇨信夫山ならではの特色を打ち
出すなら？

28



公園施設の老朽化
ウォーキング、遠足、自然観察
など、より多くの市民が普段か
ら信夫山を楽しむためには？

◇公園用地の取得は困難

◇安全な遊具への更新

◇トイレの洋式化やバリアフ
リー対応

◇防災機能の充実

◇倒木などの安全対策

◇危険個所の周知

◇散策ルート・・・

29

信夫山公園概略図

烏ケ崎展望デッキ

駒山

凡 例

都市計画決定区域（１７３ｈａ）

主な公園施設

うち市 所有地（５２．３ｈａ）

信夫山公園以外の公園

国
道
1
3
号

東

北

本

線

東

北

新

幹

線

国
道
４
号

県文化センター
県立美術館・図書館

第四中学校

東陵高校

税務署
ﾊﾛｰﾜｰｸ

音楽堂・古関祐而記念館

うち公園供用区域（３１．４ｈａ）

第一展望台

第三展望デッキ

冒険の森
第二展望台

羽山

羽黒

熊野山

信夫山墓園
月山神社

天狗の森

青葉山

月山

太子堂

大日堂

薬師の峯展望デッキ



信夫山公園(市道・園路)について

烏ケ崎展望デッキ

駒山

国
道
1
3
号

東

北

本

線

東

北

新

幹

線

国
道
４
号

県文化センター

県立美術館・図書館

第四中学校

東陵高校

税務署
ﾊﾛｰﾜｰｸ

市 音楽堂

Ｎ

凡 例

都市計画決定区域（１７３ｈａ）

主な公園施設

市 所有地（５２．３ｈａ）

信夫山公園以外の公園

市道 （管理：道路管理課）

園路 （管理：公園緑地課）

冒険の森

第二展望台

第三展望デッキ

第一展望台

◇散策ルート・・・

様々な団体から散策
ルートの紹介がある。

市有地以外の散策路
も多くある。

⇨普段訪れる人が増え
ることで愛着が増し、
資源を守るための自主
的な活動が期待され
る！
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その他

■官民の連携

■街なかとの連携

■イベント等での利活用
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暁まいり 福男福女競走



４ 今後のスケジュール
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第２回信夫山の資源を活かしたまちづくり検討委員会について

日時：１２月２０日（金）１３：３０～１５：３０

場所：福島市役所４階 庁議室

内容：①第１回委員会の振り返り（信夫山の課題の整理）
②信夫山の資源の保全と活用について

③信夫山の賑わい創出について


